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第４章

「新興国ニューフロンティア」
への挑戦

【第 2部第 4章のポイント】
□�アジア新興国では中国を筆頭に労働生産年齢人口比
率が減少する局面に入りつつあり、中長期的には、
少子高齢化の進展が遅いアフリカやインド等へ成長
の軸が遷ると考えられることから、アフリカ・イン
ド等への足がかりを確保することが必要といえる
（第Ⅱ-4-1-1 図）。

アフリカ第１節

（1）市場の将来性
　アフリカ全体としては、豊富な天然資源を有し、人
口 10 億を抱え、インドと同程度の規模を持つ将来性
ある地域である。今後、アジアなどの他の途上国の人
口増加が鈍化していく中、アフリカ地域は着実に人口
増加が続き、2050 年には 20 億人を突破するとの予測
もある（第Ⅱ-4-1-2 図）。また、過去 5年の経済成長
率は約 5％で推移（第Ⅱ-4-1-3 図）しており、今後、
巨大なアフリカ経済圏の形成が期待できる。天然資源
については、プラチナ、クロム、銅などの鉱物資源の
他（第Ⅱ-4-1-4 表）、原油、天然ガスも埋蔵・産出さ
れており、こうした多種多様で豊富な天然資源は、諸
外国への輸出が期待されるだけではなく、将来的な産
業の立地にも有利に働くことが予想される。
　このように、アフリカは潜在性あふれる世界最後の
フロンティアとして世界各国が注目しており、我が国
としても戦略的に市場育成・獲得を考えるべき地域の

一つである。
　他方、今後のアフリカの経済発展、我が国との貿易・
投資拡大に向けては次のような課題も有しており、そ
れらを考慮しつつ今後の展開を見据えることが重要で
ある。

1．アフリカ市場全体の現状

第Ⅱ-4-1-1 図
主要地域の生産年齢人口比率・将来推計

備考：全人口に占める 15-65 歳の割合
資料：United Nations Population Prospects より経済産業省作成
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第Ⅱ-4-1-2 図　各地域における人口見通し

資料：UNPD「World Poplutaion Prospect」から作成。
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（2）市場の課題
① 市場経済規模の小さい多数の国
　アフリカは全体で 54ヵ国の地域であるが、その内、
上位 5ヵ国（ナイジェリア、南アフリカ、エジプト、
アルジェリア、アンゴラ）でGDP（約 2.5 兆ドル）の
約 6割を占め、それ以外は市場規模の小さい国が多数
集まっている（第Ⅱ-4-1-5 図）。また、アフリカには、
西アフリカ諸国経済共同体（ECOWAS）、東アフリカ
共同体（EAC）、南部アフリカ開発共同体（SADC）
等の複数の地域経済共同体が存在しており、地域毎の
経済統合の動きも進んでいる。
　このように、アフリカ地域の市場進出を考える場合、
ア）ある程度の経済規模を持つ国に関しては，国単位
の目線、イ）一つ一つの小さな国単位ではなく周辺国
を含めた地域的な目線、ウ）インドとほぼ同等の人口
規模であるアフリカ全体の目線、という各目線で市場
を捉えることが重要である。

第Ⅱ-4-1-3 図　アフリカの実質GDP成長率推移

資料：IMF WEO, April 2016  から作成。
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第Ⅱ-4-1-4 表　アフリカの鉱物資源生産・埋蔵量の世界に占める割合

資料：Mineral Commodity Summaries2016, OECD/ NEA-IAEA Uranium 2014, World Nuclear Association から作成。

鉱物資源 アフリカの鉱物資源埋蔵量の
世界に占める割合

アフリカの鉱物資源生産の
世界に占める割合 アフリカの主な産出国 主な産業用途

プラチナ 95% 77% 南アフリカ、ジンバブエ 排気ガス触媒

クロム 42% 48% 南アフリカ、ジンバブエ 特殊鋼、スーパーアロイ

コバルト 54% 60% コンゴ民、ザンビア 二次電池、特殊鋼、超硬合金

ジルコニウム 19% 30% 南アフリカ 排気ガス触媒、研磨剤

バナジウム 23% 24% 南アフリカ 自動車、船舶、橋梁

タンタル ― 67% コンゴ民、ルワンダ コンデンサ、光学レンズ

チタン 24% 34%
南アフリカ、ケニア、

シエラレオネ、モザンビーク、
マダガスカル

ジェットエンジン、
発電タービン、塗料

マンガン 38% 47% 南アフリカ、ガボン 特殊鋼、乾電池、二次電池

ウラン 21% 15% ナミビア、ニジェール 原子力発電燃料

銅 6% 9% ザンビア、コンゴ民 自動車、電線、電子基板

ボーキサイト 26% 6% ギニア 自動車、航空機、サッシ、缶

第Ⅱ-4-1-5 図
アフリカ域内における主要国の経済規模の割合

資料：IMF World Economic Outlook Database, October 2015 から作成。
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② 産業の多角化
　サブサハラアフリカの産業セクター別のGDP構成
比では、製造業の比率は高くなく、1980 年代から現
在まで減少傾向にある（第Ⅱ-4-1-6 図）。製品や中間
財の大部分も輸入に頼っているため、価格も高い。ま
た、製造業の人件費水準はアジア諸国と比べて高い
ケースが多く（第Ⅱ-4-1-7 表）、現状では産業拠点と
しての域外国からの投資を見込むことが難しい。今後、
労働力人口が増加する中、雇用を創出することが経済
発展のための大きな課題であり、利益を生むが雇用は
生まない資源産業などに頼るのではなく、製造業のよ
うな労働力を必要とする産業が発展するよう、産業の
多角化を図ることが重要である。

第Ⅱ-4-1-7 表
アジア・アフリカ主要国の人件費水準（2014 年）

資料：日本貿易振興機構資料から作成。

国名 人件費（製造業）米ドル
ヤンゴン（ミャンマー） 127

ハノイ（ベトナム） 173

ニューデリー（インド） 369

上海（中国） 474

〈アフリカ〉

アビジャン（コートジボワール） 161～410

ナイロビ（ケニア） 206～738

ヨハネスブルグ（南アフリカ） 728

第Ⅱ-4-1-6 図
サブサハラアフリカの産業セクター別のGDP構成比

資料：日本貿易振興機構資料から作成。
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③ インフラ未整備
　電力・水道・港湾・道路といった都市化・産業発達
のための基礎インフラが未整備であり、コスト高を生
んでいる。サブサハラアフリカの電力アクセス率、水
道普及率は低水準である（第Ⅱ-4-1-8 図）。また鉄道
輸送が発達しておらず、道路運送についても、道路整

備、舗装の遅れといった問題がある。内陸部の資源開
発においても物流が課題であり、これらの基礎インフ
ラ整備が急務である。

第Ⅱ-4-1-8 図　諸外国の下水道普及率

資料：「Global Water Market 2012」をもとに国土交通省作成
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（3）諸外国の対アフリカ投資・貿易
　前述したとおり、アフリカは潜在性あふれる世界最
後のフロンティアとして世界各国が注目している。特
に投資については、欧州、米国、中国が積極的に対ア
フリカ投資を増やしており、我が国は大きく水をあけ
られている。フランス、米国及び英国の直接投資残高
は我が国の約 5倍である（第Ⅱ-4-1-9 図）。特に中国
は、道路や鉄道敷設、港湾や工業団地建設等のインフ
ラ投資に積極的に取り組んでおり、アフリカでの認知
度も高まっている。これに対して我が国は、アジアな
ど他地域に比べてアフリカへの進出度合いは未だ成長
の余地があり、現状での我が国企業のアフリカ進出拠
点数は、我が国企業の全世界進出拠点数の 1％未満で
ある（アジア・大洋州への進出拠点数は全体の 70％超）
（第Ⅱ-4-1-10 図）。今後、我が国も競争力のある分
野について、Ｍ＆Ａなども活用し大胆に進出すること
で、アフリカでのプレゼンスを徐々に高めていくこと
が重要である。
　貿易については、2000 年以降は特に中国の伸びが
輸出入ともに顕著である。特に原油や鉱物といった資
源輸出に頼る国は、対中国の貿易依存度が高い傾向が
見られる。対米国輸出も一時期までは大きく伸びてい
たが、輸出品目は資源が中心であり、その後、シェー
ルガス革命により一気に減少している。欧州や我が国
での対アフリカ貿易は大きく伸びておらず、中でも我
が国は欧州勢より貿易額は少ない。
　なお、アフリカでは資源の輸出依存度の高い国が多
いが、そうした資源輸出に頼る国では、昨今の資源価
格低迷や中国経済の減速により、政府財政が厳しい状
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況になっている国もあり、今後、資源価格のみならず、 中国経済等の動向にも留意する必要がある。

　アフリカは地域ごとに経済情勢が大きく異なってお
り、それぞれの地域において強みを持っている産業分
野なども違っている。例えば、ナイジェリアにおいて
はアフリカ第 1位のGDPと人口を持っており、住宅
の需要が高まっているため、住宅関連の市場機会があ
るといえる。また南アフリカでは、高い産業水準を持っ
ているため、電力不足に陥っており、それを補うため
の再生可能エネルギーなどの市場機会もある（第Ⅱ-4-
1-11 図）。このように、アフリカは地域ごとの特色を
踏まえた上で市場としての分析を行う必要がある。

（1）四輪・二輪
　四輪について、現在のアフリカ市場規模は 160 万台
（新車・2014 年）である。今後の経済発展に伴い、
市場拡大が見込まれる。現在、南アフリカ、ナイジェ
リア、エジプトで日系企業が製造や組立を実施してい
るが、それ以外の地域への拠点設置は進んでいない。
地理的・経済的に親和性のあるインドから南アフリカ
に輸入しているメーカーもあり、ASEAN、インドと
の経済圏も視野に入れた展開が進む。今後は、南アフ
リカのみならず、潜在性の高い地域への生産拠点構築・
市場獲得が重要となる。
　二輪については、現在のアフリカ市場規模は 450 万
台であり、インド（2,000 万台）等と比較して限定的

規模である。一定の市場があるナイジェリアで日系企
業が組立を実施中であるが、インド・中国製の安価な
製品も多数存在する状況であり、差別化が必要である。
市場拡大が見込まれる今後においては、現地生産を図
ることでコストを抑えつつも、耐久性や燃費、積載性
等、現地ニーズに合わせた製品開発により海外勢との
差別化を図ることが重要である。

（2）消費財・サービス等
　アフリカ市場への進出が成功した消費財・サービス
企業は、Ｍ＆Ａや現地法人の設立など、リスクをとっ
た積極的な展開によりシェアを拡大している。消費財
は現地に即した事業展開が重要であり、既存のビジネ
ス顧客・流通網などを持つ現地企業との提携模索も必
要である。既に確立された経営手法がある場合も多い
ため、現地の動向を鑑みた上で、Ｍ＆Ａ等も活用しつ
つ事業推進（経営・商品開発・販売）を図ることが重
要である。

（3）インフラ
　我が国のインフラ技術は品質が高いが、現地で必要
とされるインフラに対してオーバースペックとなる傾
向がある。特に差別化が図りにくい簡単な設備では、
中国等が価格競争力を持つケースがある。

2．アフリカ個別市場の現状

第Ⅱ-4-1-9 図　各国の対アフリカ直接投資残高

出典： ジェトロ「アフリカビジネス・投資セミナー」2016 年 3 月 3 日発表
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第Ⅱ-4-1-10 図
日本企業拠点数（2014 年 10 月時点）

資料：外務省「海外在留邦人数調査統計」から作成。
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　今後は、我が国企業が比較優位を持つ分野を見極め、
投資分野を選択してく必要がある。例えば、地熱発電
用タービンの世界シェアの 7割を誇る我が国地熱分野
には競争力があり、ケニアでは多数の開発が進む他、
今後周辺地域での開発も見込まれている。その他、新
都市交通システム（ゆりかもめ方式）、海水淡水化等、
高度インフラについては、我が国の先端技術を活かし
て他国との差別化が図れる市場であり、今後の有望な
分野となり得る。

（4）資源開発
　天然資源の豊富なアフリカではあるが、近年の資源
価格の下落により、投資回収が困難となるケースが出
てきている。また現地政府による法律や制度の改正に
より不利益を受ける場合もある。その他にも、現地従
業員の労働争議、資源開発により直接裨益しない地元
住民から反対運動等が発生するケースもある。現地住
民と信頼関係を築きながら、現地の雇用創出や技術移
転に繋がる取組をあわせて実施することが必要である。

（5）農業
　アフリカでは引き続き人口増加に伴い、食料需要の
増大が見込まれるが、農業生産性は高くはなく、現状
は食料供給を輸入に頼るケースが多い。一方、我が国
の農業の技術力は高く、アフリカが志向する生産性向
上を支援する形での参入が検討できる。例えば、アフ
リカでは農業用肥料も輸入に頼る場合が多いが、我が
国企業の中には、アフリカにおける今後の需要拡大を
睨み肥料工場を建設する動きもある。肥料の国産化が
実現できれば、農業の競争力強化や食料価格の引下げ
に繋がることも期待でき、こうした生産性における現
地の能力向上に繋がる参入が重要である。

（6）医療
　人口増加が期待されるアフリカ諸国において、医療
分野は今後大きく伸びていく市場である。他方、現時
点においては、感染症対策・母子死亡率低下が課題で
あり、ビジネスよりもWHO、ODAによる支援と言っ
た側面が強い。我が国企業が得意とするMRI や CT
のマーケットがまだ小さく、高度機器を扱える人材が

第Ⅱ-4-1-11 図　アフリカ主要国の市場機会

資料 : PwC あらた監査法人「アフリカ地域共同体経済連携等基礎調査」（経済産業省委託調査）から作成。

ガーナ（ECO）平和的な政治体制。
　　　　石油・ガス：専門技術者育成による採掘強化。TEN と Sankofa

の事業合意、E&P Bill 建設、JBIC の融資（TEN 油
田向け大水深対応 FPSO）

　農産品・食品加工：国内産の農業原材料の生産性や品質向上の支援に
よる国内生産促進。

エチオピア（COM）不正や賄賂は少ない。人口はアフリカ第 2位。
　農産品・食品加工：AGOA や EBA イニシアチブによる輸出機会の拡大。

経済成長による国内市場の拡大。政府の輸出モデル
推進。

　　　　繊維・衣服：経済成長による国内市場の拡大。
　　　　　　　肥料：2019/20 年度までに生産量倍増予定。
　　　　　　その他：皮革・皮革製品、金属・金属製品、石油・ガス、包

装、バイオテクノロジー（遺伝子組換作物生産）、
電子機器、日用品（人口増加に伴う需要拡大）

ケニア（COM、EAC）隣国と比較し市場が開放的。経済統合にも積極的。
建設・住宅・建設材：国産加工鋼鉄材の政府調達拡大、経済成長と住宅不

足による大きな国内市場機会。
　農産品・食品加工：既存の大きな国内市場、域内ハブとしての政府によ

るインフラ整備計画。
　　　　繊維・衣服：バングラデシュに比べた生産拠点としてのコストメ

リット、米国等への輸出機会、家計支出増加による
国内市場拡大。

　　　　　　　　BPO：イギリス、南アに比べた大幅なコストメリット。

タンザニア（EAC、SAD）政治的に安定。広大な土地と港を保有。
　　　　繊維・衣料：アフリカ最大規模のコットン生産国、世界 4 位のオー

ガニックコットン生産国。国内消費市場も大きい。
コーディネーションセンター、投資情報センターの開
設。繊維業に特化した SEZ の建設。

　農産品・食品加工：現地産食用油の付加価値税の撤廃。カシューナッツ
事業家組合の設立による国外向けブランディング強
化。乳牛品種改良による乳製品生産性向上の支援計
画あり。

　　　　　　　肥料：農民向けの肥料使用の啓蒙による肥料消費拡大に期
待。東アフリカで唯一の天然ガス埋蔵国であり肥料
生産のポテンシャルが高い。Mtwara SEZ や Tanga 
SEZ における肥料・化学産業集積計画あり。

　　　　　　その他：自動車（定期車検制度の導入予定）、深海天然ガス、
金融サービス

コートジボワール（ECO）通貨統合の進む仏語圏での主要国。
　農産品・食品加工：カシューナッツ・カカオ等アフリカで第 1 位の生

産量を誇る農産物、加工品を増加させることによ
る輸出促進。

　　　　石油・ガス：ガスの需要増加、域内他国に対するガス供給ネッ
トワーク展開。

　　　　　　その他：建設・住宅・建設材、鉱物（金の生産増加）

アンゴラ（SAD）紛争から復興をとげつつある、アフリカ第 2位の産油国。
　農産品・食品加工：IFAD や G8 各国からの投資増加。特に水産業の回

復。
　　　　　　　鉱物：Catoca 高山への政府の大規模投資とロシアによる

投資の可能性。金、重傷石、鉄、銅、コバルト、
大理石等の豊富な埋蔵量。

　　　　　　　繊維：JBIC による信用協定。
　　　　　　その他：肥料・化学薬品・医薬品、建設・住宅・建材、木

材・家具・紙製品、卸・小売り

ナイジェリア（ECO）アフリカ 1位の GDPと人口。
建設・住宅・建設材：住宅不足による市場機会、政府の住宅建設政策と

海外からのでデベロッパー誘致推進。ファイナン
スとインフラは課題。

　農産品・食品加工：耕作に適した土地、砂糖・パーム油等の国内需要
の増加及び向上への投資促進等産業を支持する政
策。

　　　　石油・ガス：世界第 10 位の石油埋蔵国、周辺地域に対する石油
関連製品輸出増加を目標とした政策及び工場建設
計画。

　　　　　　その他：テクノロジー産業の成長、エネルギー（電力不足
を補うため小規模な水力発電、太陽光などへの注
目が高まる。）、金融サービス（低金利のローンが
少ない。）

南アフリカ（SAD）高い産業水準。アフリカの拠点として認知。
　　　　繊維・衣料：政府調達による国内市場の拡大、靴やワニ皮の輸出市場の成長。
　農産品・食品加工：ガソリンに国産のバイオエタノールを 2％混入義務化によるソルガム・大豆の市場拡大。花卉や水産品のアジア、アフリカ向け輸出、菓子やワインなど高付加価値商

品の BRICs、中東向け輸出機会の拡大。
　　金属・金属製品：政府調達の拡大やインセンティブによるコストメリット。輸入品との競合や輸出に際しての障壁が課題として存在する。
　　　　　　自動車：国内生産拡大に向けた政府の資金支援、輸出機会の拡大。他方、国内市場は縮小。
　　　　　　　　BPO：政府によるコスト削減への明確なインセンティブおよび国内市場の拡大
　　　　　　その他：化粧品（製造・輸出の急増）、再生可能エネルギー（国内の大幅な電力不足による新たなエネルギー源の検討）

産業は、ポテンシャルの高い順。赤字は、現地調査による更新箇所。
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不足している。今後、相手国のニーズに合わせた低価
格の製品開発に加え、我が国の強みであるMRI、CT
等の検査機器を扱える人材育成支援など、ソフト面と
のパッケージ化を含め、関係機関等への訴求を検討し
ていくことが重要である。アフリカ側がODAに頼ら
ず、政府・民間病院が自己資金で医療機器納入を行え
るようになればビジネスのさらなる拡大が期待できる。

（7）ICT
　アフリカでは、テロ対策、犯罪対策の観点から、パ

ブリックセーフティ分野で ICT技術のニーズが高い。
ICT技術による空港、港湾などの高度化は、物流、
人の移動の効率化にも資する。他方でアジアに比べる
とマーケットが小さく、初期投資がかかる大規模なも
のは難しい。我が国企業は、顔認証システム、指紋認
証システムといったバイオメトリクス認証分野に強み
を持ち、アフリカの国民 IDシステムへの参入事例も
ある。

　アフリカ市場については、様々な課題が存在するも
のの、将来性は高く、市場獲得の可能性を十分に秘め
ている。他方、前述した通り、小規模な市場の国が多
いことから、個々の国の市場ではなく、より広域の地
域的範囲で捉えていく必要がある。ECOWAS、EAC
といった地域では、地域レベルでの関税同盟や通貨統
合などの経済統合を図る動きが見られており、そうし
た共同体の動向を留意する必要がある。その上で、我
が国としては、将来性を踏まえたアフリカ重点国に対
する投資協定の締結加速（締結済みはエジプト、モザ
ンビーク）や、地域経済共同体をベースとしたアフリ
カ諸国間の通商ルールの整備への支援を検討すること
が重要である。また、さらに視点を広げ、ASEAN・
インドからアフリカへの輸出拡大など、アジアも含め
た広域な経済圏構想も見据えた検討も必要である。
　中長期的な視野においては、資源価格の影響を受け
ない産業多角化が重要であり、都市、物流インフラ整

備や人材育成、労働コストの抑制等を通じて、製造業
が発達し、資源輸出国などに代表されるようなモノカ
ルチャー経済からの脱却を進めることが重要でなる。
また、そのための基盤となる食料・農業分野の生産性
改善や、感染症対策などの保健衛生の改善も併せて対
応していく必要がある。我が国としては、ODAや政
府系金融機関を活用した資源開発投資やインフラ開
発、農業発展を図りつつ、産業多角化に向け、ジェト
ロ事務所等のネットワークを活用した投資促進支援を
図ることが重要である。我が国企業の進出に際しては、
既にアフリカに進出するインドや欧州系企業も多数あ
り、そうした第三国企業との連携も視野に入れた展開
が期待される。
　TICADなどをはじめとした国際会議の進捗につい
ては、第 3部第 2章第 2節にて記載しており、詳細に
ついてはそちらを参照されたい。

3．アフリカ市場の今後の方向性
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